
平成 28年度	 保育園事業報告（るり・乳児・るり (２ )・みろく (２ )）  

 
１．	年度目標、具体的な取り組みに対する反省  	  

� 保育サービスの質の向上 
	 	 	 	 ・保育園４ヶ園の連帯強化（行事相互参加） 

	 	 	 	 ・保護者からの要望を連絡帳などで把握、個別に面談し、解決。 

・コミュニケーション能力を養う（挨拶・笑顔・返事・身だしなみ・報連相） 

	 	 	 	 ・遊びの環境	 子どもの安全と心を育む環境作り	 食育 

	 	 	 	 	 	 畑整備…土作り・種まき・雑草抜き・水やり・収穫 → 給食に使用 

	 	 	 	 ・仕事･子育て両立支援と地域子育て支援の一層の充実 

	 	 	 	 	 	 家庭訪問、懇談会、一時、延長、病後児、日曜園庭開放、夜間学童保育 

	 	 	 	 ・業務知識  

	 	 	 	 	   ＩＣＴ化の導入により、４園で合同研修し、仕事の効率化を図る。 

� 保護者等に対する子育て支援、相談支援体制の強化 
・生活保護で要対協	 →	 関係機関（子ども相談センター・生活支援・保健師・子育て相談室） 

（育児能力低い）	 	 	  とケース会議等 行いながら、母親に生活改善指導。 

乳児院のショートステイを時々利用しながら保育園に 

通っている。家庭訪問を数回行う。	 	 	 	 	 	 	 	 	 １件                 	 	  

・児童虐待、親からの暴力に対する発見･通報、未然防止体制の強化	  

	 	 	 	 	 (問い合わせ)	 健診に来ない	 	 →	 登園状況確認	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	     4件 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  虐待疑いで通報（泣き声、怒鳴り声） →	 園での状況確認     3件 

	 	 	 	 	 (報告)	 	 	  （要対協）	 母	 育児で悩んでいる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  2件 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	 	 	 	 	 	 家庭での怪我	 写真提出	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   ４件 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  母の様子	 職員関係	 随時	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １件 

� 人事制度開始、人事評価制度の適切な運用 

	 	 	 ・主任・統括主任による面談を行うことで、職員ひとりひとりの意見等を 

	 	 	 	 直接聞くことができ、職業意識を高めることができた。 

④ 苦情処理機能の体制化	 情報公開と提供 
・ホームページ活用、季刊紙“ともだち”で行事や保育での出来事を公開。 

⑤ 施設・環境整備	  
	 〈購入〉 

・るり	 	 	 	  ホール舞台用カーテン	 2枚 

	      	   ・乳保	 	 	 	  サークルゲート、パーテーションセット、動物さんベンチ、避難車 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

        	  ・るり(2)	 	 	 ファックス複合機、ビジネスフォン一式（全機交換） 

デジタルベビースケール 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 仕切り棚セット（ベンチ、フリー棚、道具箱ボード） 

	 	 	 	 	 	 ・みろく(2)	  厨房機器 



 

〈工事〉 
	        	 ・るり	 	 	  	 ホール横、倉庫床	 補修工事 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 漏水調査改修工事	 …	 ホール、しろ組保育室 

	 	 	 	    ・るり(2)	 	 	 給水栓補修工事（調理場 5か所） 

 

	 〈環境整備〉 
	 ・るり   	 	 トイレクリーニング  

砂場クリーニング＆砂補充 

畑の手入れ 

	 ⑥	 感染症対策 
・衛生管理委員会より“手洗い・うがい・消毒”徹底	 →	 各部署へ伝達 

・砂場消毒	 →	 業者に依頼	 →	 終了後	 検査書	 掲示 

・防災委員会 

	 	 	 	 	 	 施設内危険個所	 点検	 	 備蓄品	 賞味期限	 確認 

	 	 	 	 	 	 地震、水害想定訓練、夜間想定避難訓練	 実施 

 

２．	その他	  

・ＩＣＴ化導入により、Wi-Fiとタブレットを利用し、るり・乳保と 

 (2)という離れた場所で、会議を行った。（数回） 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 移動時間の短縮、参加人数増 

 

 

３．今後の課題  
 

� 職員定着率 増加を目指し、取り組み強化 

� 継続中…保育園４ヵ園の連帯強化 

� 継続中…園長会議	 職員交流	 行事相互参加等 

� 各種マニュアル	 →	 作成・見直し	 	  

� ＩＣＴ化実用に向けて、進めていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


